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豊
か
さ
と
心
の
や
す
ら
ぎ
を
、
生
活
の
中
に
求
め
る
時
代
に
あ
っ
て
、
生

活
環
境
の
整
備
は
、
菫
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
関
連
施
設
の
充
実
と
、
秩
序
あ
る
都
市
機
能
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
九
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

人
間
優
先
の
生
活
環
境
の
整
備

ｌ
〈
重
点
施
策
の
一
つ
〉
Ｉ

１
道
路
交
通
の
安
全
確
保
・
生
活
環
境

藷
の
整
備
・
道
路
及
び
橋
梁
の
維
持
管
理

鋤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
第
九
次
道
路
整

龍
傭
五
か
年
計
画
に
基
づ
い
て
、
国
の
制

く業
度
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
次
の

事
よ
う
な
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

几
又擁
○
道
路
改
良
事
業

装
市
道
四
八
号
線
（
福
平
！
↓
桑
作
）

舗
延
長
五
○
○
ｍ
・
市
道
六
一
号
線
（
上

手
綱
堀
の
内
～
森
林
公
園
）
の
用
地
買

収
・
市
道
二
四
号
線
（
下
大
能
～
上

君
田
）
延
長
五
九
○
ｍ
〔
以
上
三
路

道
路
整
備鋤

）

円
円

恥
叩
一
千
千

、
３
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５
４
億
億
３
３

１

楚
備
楯
臓
土
消
◇
◇

線
Ⅱ
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
〕
そ
の

外
、
十
一
路
線
が
改
良
さ
れ
ま
す
。

○
舗
装
新
設
事
業

市
道
三
八
号
線
（
安
良
川
地
内
）

延
長
三
五
○
ｍ
・
市
道
二
四
号
線
（
下

大
能
！
ｊ
上
君
田
）
延
長
六
五
○
ｍ
・
市

道
一
二
五
号
線
（
横
川
～
大
金
田
）

延
長
一
五
六
六
ｍ
・
市
道
五
九
号
線
（
和

野
）
延
長
一
四
○
ｍ
、
そ
の
外
五
路
線

が
舗
装
新
設
さ
れ
ま
す
。
〔
市
直
営
事

業
Ⅱ
舗
装
工
事
八
路
線
予
定
〕

○
災
害
防
除
事
業

こ
の
事
業
は
、
崖
崩
等
を
防
ぐ
目
的

で
、
国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
は
市
道
三
八
号
線

（
島
名
鏡
神
社
～
七
曲
り
）
が
施
工
さ

れ
ま
す
。

○
側
溝
排
水
路
事
業

市
道
十
一
・
十
二
号
線
（
春
日
町
）

延
長
四
八
○
ｍ
、
そ
の
外
三
路
線
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

登
・
下
校
時
の
児
童
・
生
徒
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き

続
き
市
道
六
○
号
線
（
秋
山
中
学
校
～

和
野
）
に
、
今
年
度
完
成
を
目
指
し
歩

道
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
安
全
施
設
と
し
て
反
射
鏡
・

警
戒
標
識
な
ど
四
三
基
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

準
用
河
川
と
し
て
、
指
定
さ
れ
て
い

る
次
の
二
河
川
を
、
国
の
制
度
を
活
用

し
て
、
氾
濫
防
止
と
土
地
の
保
全
を
図

る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
改
修
し

ま
す
。

○
境
川
（
安
良
川
）
延
長
八
○
ｍ

ｏ
谷
川
（
高
戸
）
改
修
の
用
地
買
収

市
営
住
宅

の
建
設

市
営
住
宅
の
建
設
は
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
人
が
安
い
家
賃
で
入
居
で
き
る

（
）

一

改
修

可
Ⅱ

、
、
〃
〃
■
Ⅱ
ｊ
〃

河川改修（境川）

認
識
鰯
逮
錘
舜
》
織
霊
函
罐

よ
う
国
の
補
助
を
う
け
て
行
わ
れ
て
い
くぺ

ま
す
。住
宅
建
設
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
始

ま
り
、
（
四
十
年
ま
で
は
木
造
平
家
建
）

そ
の
後
、
簡
易
耐
火
一
・
二
階
建
四
謡

十
九
年
以
降
は
、
中
層
耐
火
住
宅
へ
と
科

年
々
良
質
な
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
き
ま

雪
フ

し
た
。
よ
せ

ま
た
、
当
初
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
さ

は
老
朽
化
の
た
め
、
建
替
計
画
に
基
づ
鋤

き
五
十
五
年
度
か
ら
、
中
層
住
宅
に
建

て
替
え
、
質
量
的
に
良
好
な
住
宅
の
建

設
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
末
で
、
八
団
地
、
管
理

戸
数
五
五
一
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
住
宅
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

五
十
九
年
度
は
、
高
浜
団
地
に
近
代

的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
一
棟

三
○
戸
・
高
浜
第
二
団
地
に
四
階
建
一

棟
一
六
戸
、
合
計
四
六
戸
を
建
設
し
ま

、
｛
ｑ
／
０

市営住宅（高浜町）
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◎
雨
水
災
害
等
の
発
生
要
因
が
あ
る
。

○
無
秩
序
な
住
宅
の
建
築

○
排
水
処
理
の
困
難

◎
道
路
が
狭
い
。

○
緊
急
自
動
車
が
入
れ
な
い
。

○
通
園
通
学
が
あ
ぶ
な
い
。

◎
児
童
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
少

な
い
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
急
に
公

共
施
設
を
整
備
し
、
土
地
利
用
の
増
進

を
図
り
、
良
好
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

を
す
る
た
め
、
公
共
団
体
施
行
に
よ
る

土
地
区
画
整
理
を
計
画
し
昭
和
銘
年
度

事
業
施
行
区
域
は
、
駅
前
の
既
成
市

街
地
に
接
し
て
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う

な
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
庁
舎

の
建
設

五
十
八
年
度
か
ら
二
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
、
建
設
中
の
高
萩
市
・
十
王

町
西
側
の
土
地
区
画

整
理
事
業

》

町
事
務
組
合
消
防
本
部
庁
舎
は
、
順
調

に
工
事
が
進
み
、
現
在
内
装
・
外
構
工

事
中
で
、
八
月
二
十
日
の
完
成
を
め
ざ

串
し
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

土
完
成
す
る
と
、
消
防
本
部
・
高
萩
消

防
署
・
事
務
組
合
が
移
転
し
ま
す
。

舎
こ
の
庁
舎
は
、
近
代
的
消
防
・
救
急

庁
指
令
装
置
、
室
内
体
育
室
・
十
七
ｍ
の

３輯
訓
練
塔
を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施

防
設
・
設
備
を
充
分
に
活
用
し
た
、
火
災

肖か
予
防
や
救
急
業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

雄
◎
庁
舎
建
設
の
概
要

成
○
建
設
場
所
東
本
町
三
～
十
一

百
元

（
警
察
署
跡
地
）

○
敷
地
面
積
約
三
、
三
○
○
㎡

国
庫
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

本
年
度
は
、
換
地
設
計
の
準
備
及
び

仮
換
地
設
計
と
、
区
域
内
の
地
権
者
か

巾
ら
土
地
区
画
整
理
審
議
委
員
八
名
（
土

７
地
所
有
者
か
ら
六
名
借
地
権
者
か
ら
二

名
）
を
選
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

○
総
事
業
費
二
一
億
三
千
百
万
円

○
施
行
区
域

一
九
・
二
肥
（
市
民
体
育
館
前
～
玉
川
）

○
宅
地
整
地
整
備

造
成
は
、
道
路
計
画
既
存
宅
地
の
高
さ

少
等
を
配
慮
し
て
低
地
（
田
畑
）
は
全
面

盛
土
し
整
地
を
お
こ
な
い
ま
す
。

公
○
公
園
整
備

煙
公
園
は
二
か
所
計
画
し
ま
す
。

リ
地
区
の
北
東
に
予
定
す
る
公
園
（
面
積

る
八
、
八
○
○
㎡
）
は
地
区
住
民
の
レ
ク
リ

度
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
の
施
設

○
美
し
い
自
然
と
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
を
め
ざ
し
て

下
水
道
は
、
海
や
川
な
ど
自
然
環
境

を
汚
染
か
ら
守
り
、
私
た
ち
が
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

を
配
置
し
上
流
地
域
の
雨
水
を
集
水
す

る
調
整
池
の
機
能
を
兼
ね
ま
す
。
地
区

の
南
西
に
予
定
す
る
公
園
（
面
積
一
、

○
○
○
ぽ
）
は
児
童
が
遊
べ
る
施
設
を

配
置
し
ま
す
。

○
都
市
下
水
路
・
排
水
路
整
備

都
市
計
画
道
路
の
下
に
都
市
下
水
路

排
水
路
四
八
○
ｍ
を
設
置
し
地
区
内
の

排
水
を
容
易
に
し
ま
す
。

○
庁
舎
規
模
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
約
一
、
二
六
一
㎡

○
訓
練
塔

Ａ
塔
高
さ
一
七
ｍ

Ｂ
塔
高
さ
七
ｍ

ｏ
総
工
費
二
億
四
、
一
三
四
万
二
千
円

一
「
一

下
水
道
で
築
く

文
化
都
市

○
ｍ
と
、
市
道
５
号
線
下
に

当
市
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
日
立

市
、
十
王
町
と
事
務
組
合
を
つ
く
り
、

下
水
道
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
管
渠
工
事
に
加
え
、
下

水
道
の
中
核
と
な
る
終
末
処
理
場
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

三
三
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
二
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
三
三
三
一
三
三
一
一
一
三
一
一
一
三
需

○
道
路
整
備

道
路
は
市
街
地
形
成
の
基
本
と
な
る
Ⅲ

都
市
計
画
道
路
３
本
（
幅
員
岬
～
が
）
‐Ⅱ

を
軸
と
し
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
区
画
Ⅲ

道
路
（
幅
員
ｗ
Ｌ
鯉
）
を
適
正
に
配
置
Ⅲ

し
、
全
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
し
Ⅲ

て
、
道
路
と
宅
地
の
排
水
が
容
易
に
で
Ⅲ

き
る
よ
う
側
溝
も
含
め
整
備
を
お
こ
な
川

い
ま
す
。
Ⅱ

11111111Illllll
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｢住む人の熱意が伸ばす下水道」
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日
立
・
高
萩
・
十
王

広
域
下
水
道
組
合

五
十
九
年
度

一
般
会
計
予
算

Ｕ
ｗ
皿

騨蝉

鳴顎
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塞
舜
》
識
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現在、進めている6号国道沿い

の高萩幹線管渠築造工事

（推進工）
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＝ 》靜壷壱一

一
報
告
関
係

○
高
萩
市
住
宅
公
社
の
経
営
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

一
○
高
萩
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
を
説

一
明
す
る
耆
類
の
提
出
に
つ
い
て

土木費と消防費の内訳鳶3

昭
和
五
十
九
年
第
二
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
六
月
十
八
日
開
会
し
五
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
二
十
二

日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件

は
、
報
告
３
件
、
議
案
５
件
で
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
受
理
、
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｛
小 （当初予算額）

◇土木費 13億5,SBS万3千円

会
だ
よ
り

（
六
月
定
例
会
）

土木一般のために使うお金

7， 122万3千円 5．3％

道路橋梁のために使うお金

4億6，432万3千円 34．3％

O道路橋梁維持管理のために

3．247万7千円 (7.0%)

○道路橋梁新設改良のために

3億9，567万9千円（85－2％）

○交通安全施設整備のために

3，616万7千円 （7．8％）

河川のために使うお金

4，834万円 3．6％

都市計画のために使うお金

3億 535万1千円 22．5％

○都市計画一般のために

2 ， 902万2千円 （9－5％）

○土地区画整理のために

6，267万円 （20．5％）

○街路事業のために

3 ， 381万1千円(11 ．1%)

○都市下水路のために

6．424万円 （21 ．0％）

○公共下水道のために

1億 886万7千円（35．7％）

○公厭|のために

639万円 （2．1％）

○住居表示のために

35万1千円 （0．1％）

住宅のために使うお金

4億6，459万6千円 34．3％

○住宅維持管理のために

2，249万8千円 （4．8％）

○住宅建替事業のために

4億4，209万8千円（95－2％）

条
例
関
係

○
高
萩
市
文
化
会
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て※
文
化
会
館
の
使
用
料
の
一
部
改
正

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

予
算
関
係

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

※
地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第

二
項
に
基
づ
く
経
営
状
況
を
説
明
す

る
書
類
の
提
出
。

〕
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

※
林
道
（
渕
の
上
線
）
開
設
事
業
。

市
道
四
八
号
線
・
一
○
九
号
線
道
路

改
良
事
業
、
市
道
四
六
○
号
線
道
路

舗
装
事
業
の
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
の
報
告
。

〔
【

I
Ⅳ

（
）

§

ｆ
ｌ
ｉ

そ
の
他

○
県
営
土
地
改
良
事
業
（
県
北
東
部
広

域
農
道
整
備
事
業
）
実
施
主
体
の
変

更
及
び
費
用
負
担
に
つ
い
て

※
県
営
土
地
改
良
事
業
の
一
部
の
区

間
を
、
農
用
地
開
発
公
団
事
業
で
施

行
す
る
こ
と
に
よ
る
費
用
負
担
の
決

｛
疋
。

○
高
萩
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

※
市
道
五
八
一
号
線
の
認
定
。

一
般
質
問
の
要
旨

○
松
く
い
虫
防
除
薬
散
被
害
養
蚕
農
家

へ
の
市
の
対
策
に
つ
い
て

○
松
岡
幼
稚
園
の
今
後
の
考
え
方

○
手
綱
工
業
団
地
進
入
路
に
つ
い
て

○
産
業
祭
に
つ
い
て

○
高
浜
町
市
道
路
に
つ
い
て

○
公
害
問
題
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
市
職
貝
の
処
分
問
題
に
つ
い
て

○
使
用
済
乾
電
池
回
収
に
つ
い
て

○
地
磁
気
観
測
所
に
つ
い
て
（
二
件
）

＃
ｔ
ト
ー

）
〃

○
市
有
地
の
貸
付
及
び
処
分
に
つ
い
て

○
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
に

つ
い
て

○
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

○
県
道
高
萩
・
大
子
線
に
つ
い
て

○
学
区
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

■
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す

る
意
見
書
提
出
方
の
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
・
労

働
条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

○
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
に
反
対
し
、

そ
の
充
実
改
善
を
求
め
る
政
府
へ
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情Ｉ

I
別

；

（
》

ﾕ

◇消防費 3億4,53ア万1千円

消防のために使うお金

3億3， 942万1千円 98．3％

○常備消防のために

3億1 ，433万5千円（92－6％）

○非常備消防のために

1 ， 966万円 （5．8％）

○梢|坊施設整備のために

542万6千円 (1.6%)

災害対策のために使うお金

595万円 1 ．7％

p

上！ 決
議
を
し
た
も
の

○
公
共
投
資
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
決

議
案
の
提
出
に
つ
い
て

○
昭
和
六
○
年
度
治
水
関
係
予
算
に
関

す
る
決
議
案
の
提
出
に
つ
い
て

○
韓
国
米
の
輸
入
に
断
固
反
対
し
、
水

田
利
用
再
編
第
三
期
対
策
の
み
な
お

し
、
米
・
麦
価
の
引
き
上
げ
等
に
よ

る
稲
作
農
家
を
守
る
決
議
案
の
提
出

に
つ
い
て

○
電
々
公
社
制
度
改
革
に
関
す
る

を
求
め
る
請
願

意
見
害
案
に
つ
い
て

一

○
社
会
保
険
関
係
行
政
事
務
の
県
移
譲
一一

と
職
員
の
身
分
の
地
方
移
管
に
関
す

る
意
見
書
案
の
提
出
に
つ
い
て

（
議
会
事
務
局
）
一

一
私
立
学
校
の
学
費
値
上
げ
を
お

る
た
め
私
学
助
成
制
度
の
新
設

め
る
請
願I

： …
ｎ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

基
」
、
え

也
悠
彗
載

を
求

一ロー益.告曲
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◎
個
人
の
市
民
税

最
近
に
お
け
る
国
民
生
活
水
準
の
推

移
、
住
民
負
担
の
状
況
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
五
十
五
年
度
以
来
据
え
置
か
れ

て
い
る
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て

市
税
条
例
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し

た
。
（
四
月
一
日
施
行
）

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
て
す
。

☆
個
人
の
均
等
割

非
課
税
の
判
定
が
総
所
得
金
額
で
な

表1 基礎控除などの改正

喝
識
灘
澗

改 正 後
訂 一一 Lエー

収止H1｣区 分
59年度適用’60年度から適用

253,000円260.000円基 礎 控 除 220,000円

220,000円 260.000円 253,000円配 偶 者 控 除

263,000円世人控除対･象配偶者 270,000円230.000円

293,000円
卜う

円
円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
６
３
２

同居特別障害者同居特別障害者 250,000円

220,0001工I 253,000円養 控 ｜＃扶

263.000円世人扶養親鰍 230.000円 270.000 四

く
、
合
計
所
得
金
額
に
よ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑳
…
…
夫
婦
、
子
供
二
人
の
標
準
世
帯

の
場
合

二
三
万
円
×
四
人
Ｉ
九
二
万
円

五
十
八
年
度
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、

標
準
世
帯
の
場
合
九
二
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
、
均
等
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

☆
基
礎
的
な
人
的
控
除
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
夫
婦
、

子
供
二
人
の
標
準
世
帯
の
給
与
所
得
者

の
課
税
最
低
限
は
現
行
一
五
八
万
四
千

円
か
ら
一
八
八
万
八
千
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
（
表
１
）

293.000円ち|同居特別障害者 300,000円250,000円

310,000円| 303,000円同居老親なと 260,000円

(注） 昭和59年度においては、 「個人の住民税に係る地方

税法の臨時特例に関す~る法律」により上記額にそれぞ

れ7,000円が加算されることとなる。

表3 法人市民税の均等割の税率の改正
＝.

(年額）税

改正

率

竺辛

目1J

法 人 な ど の 区分

改正後従業者数資本等の金額

1,200,000円| 3,000,000円50人を超える法人
50億円を超える法人

円
円
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
４
７Ｌ

160,000円50人以下の法人 ☆
障
害
者
控
除
等
の
各
種
控
除
の
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
障
害

者
等
の
非
課
税
限
度
額
が
、
合
計
所
得

金
額
で
一
○
○
万
円
（
改
正
前
八
○
万

円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
表
２
）

特別な人的控除の改正表2
50人を超える法人

50人以下の法人

700,000円10億円を超え

50億円以下の法人 改正後改正向区 分

障害者控除

400,000円160,000円

1億円を超え

10億円以下の法人

240.000円210.000円400.000円50人を超える法人 160.000 聖

150,000円

150,000円

120.000円

50人以下の法人 601000円 230. ()()0円 26().000円特別障害者控除

60,000円

48,000円

50人を超える法人1千万円を超え

1億円以下の法人
210,000円 240,000円老年者控除

50人以下の法人
240,000円寡婦(寡夫)控除

勤労学生控除

210,0001閨
120,000円50人を超える法人 48,000円1千万円以下の法ノ

など 240,000円210,000円40､000円50人以下の法人 16,000円

一一

五
月
二
十
七
日
⑰
午
後
一
時
か
ら

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
科
学
万
博
お

一
一
ど
り
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
母
子
福
祉
会
か
、

｜
市
内
有
志
の
か
た
が
た
に
呼
び
か
け
、

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
指
導
貝

（
池
田
先
生
）
を
ま
ね
き
実
施
し
た
も

の
で
す
。
約
四
○
名
の
か
た
が
参
加
し

要

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
卿
‐

科学博 ｜
だより I

ｒＬｌｌｎⅡⅡＶ１

》
、

◎
法
人
市
民
税
て
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

法
人
均
等
割
に
つ
い
て
は
表
３
の
よ
ｌ
税
務
課
Ｉ

◎
軽
自
動
車
税

五
十
四
年
度

改
正
が
行
わ
れ

て
以
来
、
据
え

置
か
れ
て
い
た

税
率
が
お
お
む

ね
一
○
％
、
五

○
唾
以
下
の
原

動
機
付
自
唯
車

に
つ
い
て
は
、

現
行
税
率
七
○

○
円
が
一
、
○

○
○
円
に
な
り

う
に
引
き
上
け

ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず税
率
に
つ
い

１．ＩＩ

ｌ
Ｉ 軽自動車税の税率の改正表4

J〈T－T－ '晶
uへⅡ差 Ⅱl」 改正後区 ガ

’ 1,000円700円総排気量50“以下のもの
原動機付

自転車
1,200円総排気量90cc以下のもの 1,100I二q

I
…も5

蟻熱臘蛎

1,450円 円
円
０
０
０
０
６
６
Ｌ
Ｌ

総排気量125cc以下のもの

農耕作業用のもの 1,450円ま
し
た

小籾特殊

自動車 4,700円4,300円その他のもの

2.400円二輪のもの（側車付含む）二輪のもの（側車付含む） 2,2001工｝

'1 3,100円三輪のもめ 2.850円

鞠|欝蝿塒
営 業 車 2,900円 3,000円

四
輪
の
も
の

貸帷自動車
4,000円

5，50()円

7,200円

3,650円

5,200円

6，500円

’ 當‐ 業車V

乗用

自家用南

二輪の小型自動車 3,650円 4,000P

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です



▲5月30日㈱文化会館において中央公

民館の学級．講座生など約500人が参加

して昭和59年度の合同開講式が行われま

した~

▲5月29日（火） キリスト教聖児幼稚園高萩分園の園児

約30人が市役所を訪れ、大高市長に『私たちのために

毎日働いてくれてありがとうございます｡」とかわい

らしい声をそろえて、花のプレゼントをしました。市

のほかにも郵便局・駅・病院・派出所などに園児1 16
（
》

人が手分けしプレゼントをしました。

▲6月3日旧） 高萩カントリークラブにおいて、市

制30周年記念第5回市民．．ルフ大会が､150人の参加

者で行われました。優勝Aクラス藤枝靖士さん、 B

クラス有賀義夫さん。 また30位に入賞した二川原誠

免さん(安良川）には市制30周年記念として50ccバイ

クとガソ'ノン 1002が贈られました。

一三世代の楽しい交流一

▲6月3日（日） 高萩小学校校庭において『本町

ふれあい運動会」が開かれました。 この運動会

は子供たちからお年寄りまでの幅広い交流をは

かるため、地域の各団体の代表者による実行委

員会が自主的に結成され、企画・進行など全て

を自分たちの手作りで行いました。約300人が

参加し、楽しい1日を過ご､しました。

（
》 ､L叩

簿議:

#職溌”“

蚤
, , 蹄 設晶､

蕊識“

睦箪薯：
闇

iも鑓

■/獄 灘齢
驚

蕊
鑿
繁

録

鴬 難

鐸

▲6月9日(土)、 10日(日)の両日6号国道を中心とし

た空き缶の回収が行われました。 9日は高萩中学

校の生徒、 10日は市内各種団体のみなさんが参加

して行われました。空き缶は2日間でダンプ4台

分（約4.2トン＝空き缶約289,600本分）が回収さ

れました。－人ひとりが注意をして空き缶の投げ

捨てをやめましょう。

~

蕊

蕊篭篭謹蕊篭謹蕊蕊騨鑿
▲6月10日旧） 東小学校でPTA主催による親

子体育祭が開催され、家族ぐるみの楽しい1日

を過ごしました。

侭くば'85 (6)成功させよう科学万



「
結
恥
録
」
に
も
「
稲
荷
ノ
狐
ヲ
命

婦
卜
云
フ
コ
ト
何
ヤ
ラ
ン
ノ
書
二
、
和

銅
年
中
ヨ
リ
前
ノ
コ
ト
也
、
禁
中
ニ
ー

ノ
命
婦
ア
リ
、
稲
荷
ヲ
信
ジ
常
二
詣
デ

ヶ
ル
ニ
、
一
ノ
狐
ア
リ
テ
常
二
出
デ
馴

レ
従
ヘ
リ
、
其
ノ
比
ハ
稲
荷
ノ
社
三
ツ

ノ
峯
二
有
リ
テ
路
甚
ダ
嶮
岨
ナ
リ
、
彼

ノ
命
婦
年
老
イ
テ
三
ノ
峯
へ
詣
ヅ
ル
事

能
ハ
ズ
、
或
ル
時
彼
ノ
狐
二
調
フ
テ
云

国
民
年
金

公､、満､I狸
歴史('04)q

’

’
赤浜妙法寺過去帳

（九十三）

志田諄一

／

牛

《
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
》

か
た
は
、
免
除
の
手
続
き
を
》
一千

国
民
年
金
強
制
加
入
者
で
、
収
入
が
》

き
わ
め
て
少
な
い
、
病
人
を
か
か
え
て
＋

い
る
等
、
保
険
料
を
納
め
た
く
と
も
納
緯

め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
か
た
の
た
め
》

に
、
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

半

免
除
を
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
期
間
》

は
、
未
納
期
間
と
は
異
な
り
、
年
金
を
う
＊

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。
》

免
除
を
希
望
す
る
か
た
は
、
印
か
ん
牛奈

を
持
参
の
う
え
、
年
金
係
窓
口
ま
で
お
《

出
か
け
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、
七
月
三
》

十
一
日
ま
で
で
す
。

ク
、
此
ノ
後
我
レ
ニ
代
リ
テ
毎
日
詣
デ

ク
レ
バ
、
我
レ
命
婦
ノ
号
ヲ
汝
二
讓
ラ

ン
卜
云
ヒ
ケ
レ
、
ハ
、
狐
毎
日
三
ノ
峯
へ

詣
デ
ケ
ル
ト
、
依
テ
其
ノ
狐
ヲ
命
婦
卜

云
ヒ
シ
ヲ
、
後
ハ
稲
荷
ノ
狐
ヲ
通
ジ
テ

命
婦
卜
呼
く
り
」
と
あ
る
。

ま
た
「
万
物
故
事
要
決
Ｌ
に
も
、
つ

ぎ
の
よ
豊
７
に
み
え
る
。

狐
ヲ
命
婦
ノ
御
前
卜
云
フ
ハ
何
事
ゾ
、

漢
ニ
ハ
官
女
ヲ
命
婦
ト
云
上
、
五
位

以
上
ヲ
（
内
命
婦
ト
云
上
、
五
位
以

下
ヲ
、
ハ
外
命
婦
卜
云
う
卜
見
エ
タ
リ
、

又
命
婦
ヲ
バ
ヒ
メ
マ
チ
ギ
ミ
ト
ョ
ム
、

狐
ヲ
祝
う
社
女
神
ニ
テ
マ
シ
マ
セ
バ
、

女
官
二
準
ジ
テ
命
婦
卜
云
フ
ゾ
、
呉

音
ニ
ミ
ヤ
ウ
フ
ト
申
セ
ル
ニ
ヤ
、

「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
「
石
岡
命
婦
」

と
記
さ
れ
た
「
妙
智
尼
」
「
妙
性
」
「
妙

智
」
な
る
女
性
の
正
体
は
、
身
分
あ
る

可

ー

わ
た
し
た
ち
が
、
毎
日
な
に
げ
な

麺
く
使
っ
て
い
る
水
も
、
ち
ょ
っ
と
目
を

呂

母
む
け
る
と
、
朝
お
き
て
か
ら
夜
ね
る
ま

り

〃
で
の
あ
い
だ
、
た
え
ず
水
と
と
も
に
生

覗
活
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

ｑ

洗
面
や
炊
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
お
風
呂

婦
人
な
の
か
、
そ
れ
と
も
狐
を
祀
る
巫

女
で
あ
ろ
う
か
。

○
水
は
ま
す 謙毒壹言害

写
真
は

「
稲
荷
も
祭
神
と
す
る
丹
生
神
社
」

ひ
ろ
い
範
囲
に
使
わ
れ
て
い
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〔水需要の推移〕

）

等
水
の
使
い
み
ち
を
数
え
あ
げ
れ
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
水

は
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
と
き
り
は
な

せ
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
生

活
に
↑
う
る
お
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

す
。○
ま
す
ま
す
ふ
え
続
け
る
水
の
需
要

水
の
需
要
は
生
活
様
式
の
向
上
等
に

あ
い
ま
っ
て
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
昭
和
昭
年
度
の
一
日
最

大
給
水
量
は
八
、
五
九
八
立
方
メ
ー
ト

ル
、
給
水
人
口
二
一
、
五
七
四
人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
水
需
要
の
推
移
を
次
の
表
に
現

わ
し
て
み
ま
し
た
。

局
区分 配

一日最大

5,084(m')

5，279

5，996

8，764

6，894

7，781

7，836

7，042

8，219

8，207

k 量
給水区域内人口

28,063(人

28,414

29．224

給水人'二1

ｊ
均
伽
平
布
妬
師
肥
郡
“
羽
開
拓
艶
妬

日
４
１
０
０
１
９
６
６
２
３
６

－
２
ａ
Ｌ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ｄ
ａ
ａ

銘
一
鞘

卵
一
団
一
兜

7,587(人）

10，502

８
０
６
２

４
３
９
２

４
１
４
６

２
４
５
６

１
１
１
１

４
７
２
０
４
７

９
９
２
２

洲
５
５

４
５
５
６
９
０

９
０
２
３水

道
課

４
５
８
９
４

４
５
９
４
７

４
０
１
８
５

７
９
０
０
１

１
１
２
２
２

５

６

５
５

４
５
４
４
８
２
ａ
上
３
３

印
一
躯

６
８
５
１
６
９
Ｌ
Ｌ
３
３ 8，598

胸＝珍塞華墓吋罫剤q＝準要、胸…霊率毒や＝誰＝も＝＝胸壁訓

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
害
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

根
本
昇
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

手
綱
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ

ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

七
月
十
五
日
日
『
名
画
鑑
賞
会
』

○
時
間
午
前
十
時
、
午
後
二
時
半

○
題
名
「
少
年
ケ
ニ
ヤ
Ｌ

「
里
見
八
犬
伝
」

○
入
場
料
大
人
九
○
○
円

（
前
売
券
）
高
校
生
七
○
○
円

中
学
生
以
下
四
○
○
円

（
※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
一
○
○
○
円
、

八
○
○
円
、
五
○
○
円
と
な
り
ま
す
）

7月24日(火)_午後1時 弾T均尚昌 #門囎
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#1、
も
う
す
ぐ
水
遊
び
の
季
節
で
す
が
、

〃
プ
ー
ル
熱
〃
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で

す
か
？
１

割
咽
頭
結
膜
熱
と
い
っ
て
、
夏
に
多

く

い
か
ぜ
の
一
種
で
す
。
プ
ー
ル
で
ウ

ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
プ
ー
ル
熱
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
の
症
状
（
特
に
の
ど
の
痛
み
）

と
目
が
赤
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
規

則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
夜
ふ
か

三
・
よ
画
３
画
弓
・
孟
凸
・
呂
二
ご
・
・
画
串
呂
呂
凸
ｚ
毎
画
写
画
二
二
且
一
』
ご
凸
宅
・
■
Ｆ
画
呂
二
一
・
・
・
二
■
・
■
■
宅
ｑ
口
字
画
Ｆ
二
二
画
呂
凸
口
畠
名
画
・
■
画
画
・
呂
一
画
・
・
一
画
二
画
二
二
・
一
三
・
一
毎
君
呂
Ｐ
Ｐ
■
今
Ｐ
二
二
・
Ｆ
Ｆ
画
呂
画
弓
・
一
画
画
・
一
画
一

鳶蕊
雷鰐

§
ii

プ
ごI
用ル
心に
ノ

鍵舞
確芽

惑導 理
忘
審

難卜

熱普
溌:鐸*&､ .瀞

鼬
謹
汀

蕊

‘
琴

（2歳児歯科健診）

井上亜美ちゃん

（2歳1か月）と

お母さんの久枝さん

ボ” 市内石滝2590-9
の グメ

亜美ちゃんは、 「お母さんとい

っしょ」を見ながら、 、ゴシゴシ〃

、シュワシャワ〃…じょうずに歯

みがきをします。

公園が好きで、いぶき台の中央

公園でよく遊んでいます。ぶらん

こも一人で乗れちゃうんです。

あまり高望みはしませんが、普

通に、女の子らしく育って欲しい

と思ってます。

し
や
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
、
体
侭

調
が
お
か
し
い
時
は
無
理
を
し
な
い
》

こ
と
で
す
。
も
し
か
か
っ
て
し
ま
つ
州

た
ら
、
感
染
す
る
も
の
で
す
か
ら
早
》

め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

他
に
、
プ
ー
ル
で
気
を
つ
け
た
い
こ
》

と
は
？
１

割
最
近
〃
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
〃
が
出
て
》

く
い
ま
す
。
帽
子
、
タ
オ
ル
の
貸
し
借
、

り
な
ど
で
伝
染
し
ま
す
。
も
し
、
髪
祉

の
中
に
虫
や
卵
を
み
つ
け
た
ら
、
弱
、

酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
の
シ
ャ
ン
プ
ー
洲

で
毎
日
洗
髪
し
、
す
き
ぐ
し
な
ど
で
吋

頭
皮
を
よ
く
す
き
ま
し
よ
う
。
ま
た
洲

市
販
さ
れ
て
い
る
フ
ェ
ノ
ト
リ
ン
蹄

（
ス
ミ
ス
リ
ン
）
パ
ウ
ダ
ー
も
あ
り
汎

ま
す
。
シ
ー
ツ
類
は
、
五
十
度
Ｃ
以
〉

上
の
お
湯
で
消
毒
し
、
布
団
は
直
射
出

日
光
に
よ
く
あ
て
ま
し
ょ
う
。
そ
の
伽

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
家
族
全
員
に
唖

う
つ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

弓

二

等

夛

乞

（
）

三

名

＝><一一
ぎ

■pT

了
し
ま
し
た
が
、
市
が
実
費
の
一
部
を

負
担
し
て
検
診
を
行
う
方
法
と
し
て
、

病
・
医
院
で
受
け
ら
れ
る
施
設
検
診
が

あ
り
ま
す
。
都
合
で
集
団
検
診
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
人
に
、
こ
の
施
設
検
診

を
お
す
す
め
し
ま
す
身
受
け
る
時
に
は
、

受
診
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
衛

生
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
対
象
三
○
歳
以
上
の
女
性

○
受
付
昭
和
五
十
九
年
七
月
～
十
二

月

○
病
・
医
院
内
田
病
院
、
協
同
病
院
、

諸
原
産
婦
人
科
医
院

○
受
診
券
の
有
効
期
間

発
行
し
て
か
ら
二
か
月
以
内

○
個
人
負
担
一
○
○
○
円

○
定
員
一
五
○
名

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
衛
生
課

壷
二
三
’
二
二
一
内
三
六
三
～
四

令令今令令令･か令今今今の令令

鐸
お
し
ら
せ
蕊
罐

■
■
●
■
ｑ
■
■
■
■
●
●
■
・
●
■
■
■
●
■
■
９
年
■
●
■
■
◆
甲
■
凸
■
●
■
酔
申
騨
昏
》
叩
『
①
』
■
酌
早
》
■
■

■
■
や
■
叱
岬
函
叩
叩
恥
》
》
』
恥
》
鴎
》
唖
恥
旬
恥
●
罪
■
畢
●
吟
■
晒
凸
雫
●
旧
旬
峰
■
旧
■
輻
■
岫
叩
麺
由
睡
■
晦
甲
崎
●
■
■
■
①

子
宮
が
ん
検
診
は

済
み
ま
し
た
か
？

子
宮
が
ん
の
集
団
検
診
は
六
月
で
終

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん

壹

乞

含

色

E

三

壱

ざ

弓

三

二

写

ときざきたくや
（6歳）
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“･･CCC心C-てＣ

↓
テ
ー
マ
は
「
自
然
を
破
壊
す
る
」
に

ＣＯ

證
淫
い
な
い
の
だ
が
、
終
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
く
る

Ｃ

函
と
、
自
然
の
方
こ
そ
が
、
「
人
間
と
そ

。

》
の
技
術
」
を
使
っ
て
、
溪
谷
の
一
ヶ
所

Ｃ

函
に
ち
ょ
っ
と
、
手
を
加
え
、
一
部
に
変

○

睡
化
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
考
え

○

韮
に
な
る
。
そ
し
て
、
水
を
た
た
え
る
こ

Ｃ

函
と
に
よ
っ
て
、
人
間
社
会
に
大
き
な
幸

○

韮
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

Ｃ

函
こ
と
し
の
田
植
え
の
水
不
足
時
、
ダ

Ｏ

錘
ム
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
は
は

。

》
か
り
知
れ
な
い
・

玉Ｃ

『

一
迫
力
画
面
の
連
続

Ｃ

写
真
集
花
員
ダ
ム

⑱
川
ぺ
ｌ
ジ
を
写
真
で
う
め
つ
く
し

て
（
解
説
は
な
い
か
、
あ
っ
て
も
短

文
）
交
響
楽
を
聞
く
お
も
い
で
、
一

気
に
、
見
通
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
海
の
見
え
る
ダ
ム
」
か
ら
始
ま
っ

て
、
反
転
、
市
街
地
か
ら
川
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
ダ
ム
に
到
達
ま
で
は
、
力

壱
○
？
。
？
Ｃ
？
‐
ｊ
ｊ
彦
一
？
Ｏ
ワ
‐
Ｃ
？
。
？
○
？
。
？
ｏ
？
。
？
○
？
。
？
。
（

Ｕ
ｏ
令
。
？
ｏ
ワ
ー
。
。
．
。
？
Ｏ
ワ
ー
Ｃ
Ｏ
傘
○
・
・
○
・
傘
。
。
●
Ｃ
Ｏ
。
。
？
Ｃ
？
。
？
．
○
。
’
。
。
．
。
？
○
？
○
。
●
○
？
Ｃ
・
●
。
。
．
。
？
‐
○
？
。
。
◆
。
。
．
○
。
●
。
。
、
Ｏ
ｏ
ｌ
Ｊ

本
紙
前
号
で
「
写
真

集
・
花
貫
ダ
ム
」
の
発

刊
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
本
は
限
定
版
、
非

売
品
な
の
で
、
入
手
は

む
ず
か
し
い
。
図
書
館

が
貸
し
出
し
て
く
れ
る

は
ず
で
あ
る
。

写
真
集
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
、
少
な
い
紙

面
で
ふ
れ
て
み
よ
う
と

田
心
７
。

「
自
然
を
破
壊
す
る
」
に

Ｌ
が
、
終
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
く
る

幻
こ
そ
が
、
「
人
間
と
そ

喋
っ
て
、
溪
谷
の
一
ヶ
所

ラ
ー
の
航
空
写
真
。
一
転
、
建
設
は
一○

る
か
以
前
の
古
い
写
真
か
ら
道
路
の
韮Ｃ

つ
け
か
え
工
事
、
爆
破
、
定
礎
式
、
函○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
流
し
込
み
、
造
形
と
韮Ｃ

よ
く
も
克
明
に
、
く
り
か
え
し
く
り
的○

か
え
し
撮
り
ま
く
っ
た
も
の
で
あ
る
品ＣＯ

さ
て
、
ま
だ
若
い
五
十
才
の
こ
の
傑
墾Ｃ

物
先
生
ｌ
著
者
柏
義
夫
さ
ん
は
、
十
唖Ｏ

五
年
間
こ
の
計
画
を
あ
た
た
め
て
い
た
よＣ

奉
仕
ど
こ
ろ
か
、
い
わ
ゆ
る
身
ゼ
ー
忌○

を
き
り
（
巨
額
？
の
貯
金
を
は
た
き
曇。

巨
額
の
借
入
金
を
プ
ラ
ス
し
て
）
こ
の
一Ｃ

自
費
出
版
を
断
行
し
た
と
聞
く
。
酌○

編
集
の
ご
苦
労
は
、
想
像
に
絶
す
る
》Ｃ

も
の
が
あ
っ
た
よ
蟇
フ
で
あ
る
。
し
か
し
息。

よ
く
も
立
派
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
語Ｃ

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
に
と
っ
て
、
教
函○

論
と
い
う
職
業
の
中
で
、
撮
り
続
け
る
唾○

努
力
も
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
が
、
編
集
に
坐Ｃ

入
る
段
階
で
、
迷
い
が
あ
っ
た
と
間
い
函Ｏ

た
。
そ
れ
を
克
服
出
来
た
の
は
、
「
松
岡
銀Ｃ

小
百
年
史
」
編
集
以
来
数
冊
の
本
を
ま
函○

と
め
た
仕
事
に
協
力
し
て
き
た
〃
経
験
》

と
自
信
〃
が
生
か
さ
れ
た
か
ら
か
。
》

柏
さ
ん
、
性
も
根
も
使
い
果
し
て
汗
《Ｏ

だ
く
に
な
り
、
も
う
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
エＧ

の
ア
ン
コ
ー
ル
は
あ
る
ま
い
と
思
っ
た
函○

ら
と
ん
で
も
な
い
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
韮Ｃ

す
ば
ら
し
い
続
編
が
ひ
か
え
て
い
る
の
函○

で
あ
る
。
何
が
出
て
く
る
か
、
十
年
楽
一

し
み
に
し
て
ま
と
、
７
。
み
な
さ
ん
、
ご
《Ｃ

声
援
を
た
の
み
ま
す
よ
。
函○

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
壬Ｃ

・
ｄ
ｏ
・
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
ｏ
●
○
？
．
○
？
．
。
○
．
Ｃ
Ｏ
・
・
ワ
・
Ｃ
Ｏ
・
○
○
・
○
。
．
Ｃ
○
・
○
？
．
。
。
，
。
。
．
。
．。

C･OC

(8)
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〃
花
が
咲
く
と
い
い
ね
″

風
が
運
ん
だ
小
さ
な
芽

三
月
末
の
こ
ろ
、
高
萩
保
育
所
で
は

手
紙
と
花
の
タ
ネ
（
百
日
草
）
の
つ
い

た
破
け
た
風
船
を
拾
い
ま
し
た
。

○
’
○
’
○
ｌ

〃
こ
の
手
紙
を
拾
っ
た
か
た
へ
〃

こ
の
手
紙
は
、
六
年
生
の
卒
業
記
念

と
し
て
全
校
生
四
十
六
人
で
飛
ば
し
ま

し
た
。
返
事
を
く
だ
さ
い
。

シ
ギ
ナ
イ

栃
木
県
黒
磯
市
鴫
内
小
学
校

三
年
生
（
現
在
は
四
年
生
）

く
る
と
家
の

夏
休
み
を
楽
し
く

外
で
遊
ぶ
時

間
が
長
く
な

り
ま
す
。
夏
休
み
に
交
通
ル
ー
ル
を
覚

鯛
〆

子
ど
も
に
と
っ
て
は
『
人
間
と
し
て
の

生
き
方
の
基
本
』
を
身
に
つ
け
な
が
ら

交
通
事
故
の
防
止

成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
話
し
合

子
供
の
交
通
事
故
で
一
番
多
い
の
は
っ
た
り
、
汗
を
流
し
た
り
し
な
が
ら
、

「
飛
び
出
し
」
で
六
割
を
占
め
ま
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
子
ど
も
は

次
い
で
「
自
動
車
の
直
後
横
断
」
「
信
親
の
う
し
ろ
姿
か
ら
、
多
く
の
こ
と
を

号
無
視
」
「
路
上
遊
戯
」
の
順
と
な
っ
学
び
ま
す
。

て
い
ま
す
。
夏
休
み
は
、
ふ
だ
ん
に
比
た
だ
今
、
県
内
一
斉
に
〃
健
全
な
家
庭

口 ｜

’

田
代
真
湖
（
女
）

’
○

Ｏ
ｌ
○
ｌ

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

高
萩
保
育
所
で
は
、
こ
の
タ
ネ
を
庭

に
ま
き
、
真
湖
ち
ゃ
ん
に
返
事
を
書
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
長
先
生
や
真
湖
ち
ゃ
ん

か
ら
、
ず
い
分
遠
く
ま
で
飛
ん
だ
驚
き

と
喜
び
が
込
め
ら
れ
た
、
お
礼
の
手
紙

が
届
き
、
さ
ら
に
、
全
校
生
徒
か
ら
の

よ
せ
書
き
や
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
送

ら
れ
て
来
ま
し
た
。

保
育
所
の
先
生
や
子
ど
も
た
ち
も
、

こ
の
風
船
が
運
ん
で
き
た
花
の
タ
ネ
や

手
紙
の
話
に
大
喜
び

。
庭
に
は
、

小
さ
な
百
日
草
の
芽
が
す
く
す
く
と
育

っ
て
い
ま
す
。

ー

Ｉ
Ｊ
Ｉ

づ
く
り
運
動
″
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
ど
の
よ
う

な
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
か
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
と
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

七
月
は
〃
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
で
す
″

地
域
社
会
で
青
少
年
の
健
全
育
成
、

非
行
防
止
活
動
及
び
社
会
環
境
の
浄
化

の
中
核
と
し
て
、
活
動
し
て
い
る
の
が

青
少
年
相
談
貝
で
す
。
ま
す
ま
す
広
が

る
少
年
非
行
の
低
年
齢
化
、
女
子
非
行
、

シ
ン
ナ
ー
薬
物
乱
用
な
ど
、
非
行
は
増

え
て
い
ま
す
。

非
行
の
芽
の
出
な
い
環
境
づ
く
り
に

市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

鯵
菌
麿
Ｆ
側
攪
Ⅱ
羅
幾
繊
蕊
議
蕊
欝
鍵
議
籔
濡
蕊
騨
灘
巖
塵

風
船
が
運
ん
で
く
れ
た
こ
の
交
流

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

I一一一一一一一一一一一一ーーｰ

一
西
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ッ

ー
少
年
団
が
や
っ
て
く
る

一
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、

一
西
ド
イ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ン
州
か
ら
、
二
十
人

一
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
や
っ
て
き
ま

》
す
。
高
萩
市
の
ス
ポ
ー
ツ
団
員
の
家
庭

一
に
民
泊
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
や
各
種

一
行
事
に
参
加
し
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

》
こ
の
交
流
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
に

一
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
今
年
で
十
一
回

一
延
謹
鋤
僅
辮
祁
宰
唾
抱
趣
醗
盤
池
仮
、

一
長
久
保
赤
水
の

一
資
料
展
示
始
ま
る

一

一
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
市
民
の
み

一
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
収
集
し
ま
し

》
た
郷
土
の
民
俗
資
料
（
衣
・
食
・
住
等

一
の
生
活
用
具
、
農
耕
用
具
、
畜
産
・
養

11
－－ ＝一コーーーコーーーコーーーコーーーコこ＝＝コニーーコー＝＝コーーーコー＝＝コーーーーコー

よう .ｰ

｜
I ノ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

高
萩
市
民
ま
つ
り
が
、
七
月
二
十
一

日
由
、
二
十
二
日
日
の
二
日
間
行
わ
れ

ま
す
”各
町
内
や
地
域
ご
と
に
、
ダ
シ
や
こ

ど
も
ミ
コ
シ
な
ど
が
ね
り
歩
き
、
市
を

あ
げ
て
の
お
ま
つ
り
と
な
り
ま
す
。
流

し
踊
り
は
、
二
十
一
日
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
の
二
時
間
行

い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
五
時
三
十
分
か
ら
交
通
規
制
が

始
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
⑤

高
萩
市
民
ま
つ
り
が
、

由
、
二
十
二
日
口
の
一

蚕
用
具
、
交
易
用
具
等
）
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
は
、
新
た
に
郷
土
の

先
人
で
あ
り
地
理
学
者
で
も
あ
る
『
長

久
保
赤
水
』
の
日
本
地
図
・
世
界
地
図
．

書
籍
等
を
展
示
し
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

な
お
、
資
料
館
で
は
引
き
続
き
歴
史

民
俗
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冠
二
三

七
二
二
九

篭

f

(9)
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！五
月
二
十
八
日
㈲
、
豊
田
裕
一
さ
ん

（
秋
山
三
八
九
の
二
、
三
十
三
歳
）
が
、

市
役
所
を
訪
れ
〃
南
極
の
石
〃
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

豊
田
さ
ん
は
、
第
十
五
次
南
極
地
域

観
測
支
援
隊
（
Ｉ
自
衛
隊
）
の
一
員
と

サ
イ
ヒ
ョ
ウ
カ
ン

し
て
、
砕
氷
鑑
『
ふ
じ
』
に
乗
船
し
（
調

理
士
）
、
四
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日

か
ら
四
十
九
年
四
月
二
十
日
ま
で
の
間

昭
和
基
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
〃
南
極
の
石
〃
は
、
タ

テ
約
三
十
四
ョ
．
約
二
十
三
町
高

さ
約
十
一
四
重
さ
約
十
姥
の
も
の
で

す
。
〃
南
極
の
石
〃
は
、
国
際
的
に
は
、 ！

君
田
畜
産
団
地
に
住
む
酪
農
一
し
て
瀧
呼
吸
を
し
て

・
気
持
ち
で
す
．
こ
｝
筐

よ
さ
満
点
で
す
。
気
も
な
く
な
恥

家
、
菅
原
さ
ん
を
訪
ね
て
ｌ

そ
ん
な
中
、
菅
原
さ
ん
は
、
広
さ
肥
朝
と
晩
に
、

空
気
の
澄
み
き
っ
た
、
広
い
緑
の
山
、
の
牧
場
で
、
乳
牛
約
百
頭
を
詞
っ
ま
す
。
環
境
癖

地
の
牧
場
で
、
乳
牛
約
百
頭
を
飼
っ

…
２

，
：
申
月
Ｉ
：
ｆ
ｏ…

世
界
最
古
の
蕊

禽
蕊
石
を
寄
贈

て
い
ま
す
。
昭
和
十
三
年
に
十
六
歳
で

満
州
に
わ
た
り
、
菅
原
さ
ん
の
〃
牛
〃

と
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
一
年
か
ら
、
郷
里
の
山
形
で
十
年
間

牧
場
を
開
拓
。
そ
の
後
、
稲
敷
郡
の
東

村
で
牧
場
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
よ
い
環
境
を
求
め
て
、
昭
和
五
十

五
年
七
月
、
君
田
畜
産
団
地
に
四
度
目

の
入
植
を
し
ま
し
た
。

紫デ》際子昌輝騨＃

蕊鰯蒋蕊篭；
零テ＄す．地農 し田をんそ

源《だ魚繩嬉蕊“
難《譽贋り､苓 鬮てを ’
マ呼：｜こ牛空も 。 に昭た葛ば》滑篁郭牌ｶﾐﾂ
5れ よ所 目十さ東

瞳≠ 〃進、”‘ §:獄;壷

鰄蕊： とてど広 いびに く 町
"窪逢＄でいも大。 そ友 ｜ 出に
'3毒： しるたな う達 。掛も

IJ即職＃すと狼。郷霞鮭
M ；d§錘＄ 。疲姿の ねなたすい
孟幸；

雅鳶鯨
態蔑…藏罵

『 かビ 大年七
I冠たス市変寄十社

『こはの民よ り五会 | ｜ ボあ
;〒鍔鮭纈瀧ラな
『こひンさばし上協サンた

に鮮辨曾轤とテも
『一らア中いサとでス イ

噂 せにでま ｜ りは ｜ ア
聰硫絹龍家曾 に

壼誹享雄向： 四 ．い ’
『

と とをさ音 挑郷ト第
こ おわ楽ち戦土を五高

； へろき過や好びしの開回萩
罠 吉
覧 「可 ごかき つま詩催目高
､ 萩文七しなな子す人しを校
：高化月 〈音人か 。 司ま迎う'
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てブ館四さでだお 口 ･たス
ミ ラ 日い 、れ年 雨今サパ
ミ ス入出 。夏で寄 情年マン
ミ バ場午 のもの しは ｜ ド
ミ ン無後 ひ大か の 、 ．部
ミ ド料二 と歓主 歌新ンで

剰時製も朧7'キ

れば呼と〃トイカテクータンア″、

地球上最はで古もく、少なくとも

とき七月十四日出午後二時～

料無場入館会化文ろこと

ンバスラブ校高萩高〈〉部ド
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五
・
六
億
年
以
前
の
貴
重
な
も
の
で
す
。

現
在
こ
の
石
は
、
市
で
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
す
が
、
や
が
て
民
俗
資
料
館

に
展
示
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

］
豊
田
裕
一
さ
ん
の
ひ
と
こ
と

鞭
篭

（
》

左：安村助役右：豊田さん

ｆ
ｉ
§
；
：
＄
？
§
．
，
：
…
：
談

で
す
。
こ
こ
に
来
て
か
ら
は
、
峠
十
の
病
《

気
も
な
く
な
り
ま
し
た
よ
●
一

朝
と
晩
に
、
機
械
で
牛
乳
を
し
ぼ
り
一
三

ま
す
。
環
境
が
よ
い
の
で

と
れ
る
よ
、
７
に
な
り
ま
し

と
れ
た
牛
乳
は
、
酪
農
組
合
で
検
査
さ
垂

れ
て
か
ら
下
館
酪
農
牛
乳
と
雪
印
へ
遮
》

ら
れ
ま
す
。

一

町
に
も
い
ろ
い
ろ
用
事
が
圭
夕
念
の
で
》

よ
く
出
掛
け
ま
す
。
買
物
も
そ
の
つ
い
》
葱

で
に
ｌ
・
子
供
た
ち
（
お

遊
び
友
達
が
少
な
い
の
が

わ
い
そ
う
で
す
ね
…
…
酉
シ

０

。

。
と ２

『
南
極
行
き
が
決
ま
っ
た
時
は
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
一
生
行
け
な
い

と
こ
ろ
だ
か
ら
。
実
際
に
辞
令
が
で
る

ま
で
心
配
で
し
た
。
調
理
士
と
し
て
乗

船
し
ま
し
た
が
、
冷
凍
品
ば
か
り
な
の

で
、
船
内
で
〃
も
や
し
作
り
〃
を
し
ま

し
た
。
南
極
は
ど
こ
ま
で
も
続
く
氷
の

世
界
で
し
た
。
』

舎垂{~瀧驚㎡無 f 蕊

南極昭和基地

（
》

来

◎
利
用
時
間

○
火
～
日
曜
日
九
時
～
二
十

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

市
民
体
育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
器
具
が
整
い
ま
し
た
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
都
合
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
）

Ｕ
使
用
料
金
ひ
と
り
一
回
一
○
○
円

※
詳
し
く
は
市
民
体
育
館

窓
二
三
’
二
五
五
二
ま
で

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

、

〆〆
時
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１
○
○
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○
○
・
□
。
。
。
。
？
。
○
◇
○
○
・
０
。
‐
。
。
‐
Ｃ
Ｄ
’
。
○

夏休み。
、一一ヘヘーー

レ夏休み自

○と き り

&月Ⅲ日嗣事前指導(ﾃｰﾏ設定)午；
前10時～午後3時 8

． 8月19日旧） 事後指導(ﾃｰﾏの整理・ §
仕上げ）午前10時～午後3時 Z

｡

○ところ図書館会議室 8
0

○対象者小・中学生 Co

o相談内容自然科学一般 ？$
昆虫、植物、野烏、天文、土壌生物等 3

0

o費 用無料 Co

o主 催高萩市自然を愛する友の会 2
o

○後 援高萩市教育委員会・図書館 ；
O

※詳しくは、教育委員会社会教育課へ CO
a23-1131 ;

O

し夏休み子ども公害セミナー ＄
C

Oと き 7月24日㈹ CO

7月25日嗣 2
？

午前9時30分～12時 8
C

Oところ 中央公民館中会議室 ･C

O対象者小学4年生～中学1年生 Z
･

○定 貝 25名（定員になり次第締め切ら ＊
○

せていただきます｡） ：
※詳しくは衛生課公害係へ壷23-2111内362 2

？
。。､DC－oc－oc－oC･句-〕C心C･Oc.□｡.□C･･。.‘OC,Oc－QC･CG､○G.oc－oc－oc･OC,Oc－oc－oC･も

日本加工製紙㈱

取締役塩手満夫さん

七
月
二
十

八
日
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
合

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

中
心
に
、
第
二

回
オ
リ
ン
ピ
ッ

技
大
会
が
開
か

塩
手
さ
ん
は
、

代
表
選
手
団
レ

チ
ー
ム
の
支
援

コ
ー
チ
役

一
員
と
し
て

》
派
遣
さ
れ

辺
る
こ
と
に

型
な
り
ま
し

く

り
た
。

高
萩
営
林
署
で
は
、
国
士
緑
化
運
動

も
り

の
一
環
と
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
の
森
林

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
広
く
市

民
の
み
な
さ
ん
が
山
林
所
有
者
に
な
っ

て
、
緑
の
山
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
ご
協
力
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ぶ
ん
し
小
う
ぞ
う
り
入

こ
の
制
度
を
「
分
収
造
林
」
と
い
い

ま
す
。
国
有
林
を
無
料
で
提
供
し
、
み

な
さ
ん
が
造
林
者
と
し
て
木
を
植
え
育

て
、
そ
の
木
が
成
長
し
た
時
に
、
造
林

者
と
国
が
収
益
を
分
け
あ
う
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
高
萩
営
林
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
壷
二
二
’
三
○
三
○

も
り

〃
ふ
れ
あ
い
の
森
林
づ
く
り
〃

に
ご
協
力
を
／
、

》
恥

お
安
く
な
り
ま
す

中
距
離
通
話
料
金

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦

ま
た
は
、
準
看
護
婦
の
免
許
を

持
っ
て
い
て
、
看
護
の
業
務
に

つ
い
て
い
な
い
か
た
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
期
間
年
間
（
随
時
）

（
七
月
は
強
化
調
査
月
間
）

・
方
法
市
衛
生
課
ま
た
は
高

萩
保
健
所
に
備
え
て
あ

る
調
査
票
に
、
ご
意
見
、

ご
希
望
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
結
果
、
就
業
を
希
望
す

る
か
た
に
は
、
講
習
会
を
開
き

ま
す
。

電
々
公
社
で
は
、

六
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
三
二
○
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
中
距

離
地
域
に
対
す
る
通

話
料
金
を
値
下
げ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
実
施
期
日
は
、

七
月
二
十
日
ご
ろ
の

予
定
で
す
。

必 ￥制BIF二01＝BIF弓BIFヂdUI時到りサト＝Ⅶ吋剣Iﾛ…』B…q『唐ヨ酬函｡q伝堯

i 使用済乾電池を収集します／
： ☆収集日 9月、 12月、 3月の資源う･ミ収集日 （カレ

ダー参照）
A I I , 1 ← 士吟＝3，TLJさ1 L÷ T ●一

、 3月の資源う･ミ収集日 （カレ
〃
犬
害
〃
防
止
に
ご
協
力
を
ノ

犬
に
よ
る

郵
便
外
務
貝

の
被
害
は
、

全
国
で
お
よ

そ
七
五
○
件

に
も
の
ぼ
っ

て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど

が
放
し
飼
い

に
よ
る
も
の
で
す
。
被
害
が
予
想
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
は
、
や
む
を
え
ず
配
達

を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
飼
い

犬
は
つ
な
ぐ
な
ど
し
て
、
被
害
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ン ：
』
弓

上
弓

☆出し方乾電池だけをビニール：
t

袋等に入れ③と朱記して集積所へi

☆ボﾀﾝ電池唇は､カメラ､時！
計等の小売店へ持って行って〈 ；

ださい。

市・十王町事務組合北部衛生セリ

マ

三

国

下

叩

Ｌ
二
Ｔ
‘
叩
Ｌ
『
蜀

:; ☆お問い合わせは高萩市・十王町事務組合北部衛生セ

： ンターヘ。冠@3 6886
41F寺含BIF＝ヨ■FヂJUUF少』■F=雪ﾛ雁菩ヨ1昨彗』IIPずせUIF歩剴lFF岩F彗lIF菩宙日『ずdIIF鈩劃MP学』OIF群制ⅡF聟ヨⅡF壽習MF諄刊NFチヨⅡF皇引ⅡF言琶HF書割OIFゲサUI『ず昔､IFF管ﾛIF守剥

麩一
第
五
回
市
民
テ
ー
ー
ス
大
会

へ一
．
と
き
八
月
十
九
日
⑥
ダ
ブ
ル
ス

季
一
ユ
叩
に
計
義
和
蝸
浄
九
月

今《
・
と
こ
ろ
高
浜
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ

や

一
Ｉ
ト

ー
・
種
目
一
般
男
女
ダ
ブ
ル
ス
及
び

》
！
シ
ン
グ
ル
ス

》》
・
参
加
料
シ
ン
グ
ル
ス
一
、
○
○
○
円

一
ダ
ブ
ル
ス
（
一
組
）
一
、
八
○
○
円

一
・
申
し
込
み
期
間
八
月
一
日
㈱
か
ら

一
十
日
㈲
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
申

一
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市

一
民
体
育
館
写
一
三

二
五
五
二
へ

一
第
十
七
回

）》
市
民
い
し
も
ち
釣
大
会

）〉
・
と
き
七
月
二
十
八
日
出
小
雨
決

一
行
、
十
七
時
～
二
十
一
時

禿〉
荒
海
の
場
合
八
月
十
一
日
出

《
開
始
・
終
了
時
花
火
打
上

一
・
と
こ
ろ
高
萩
海
岸
（
関
根
川
か
ら

一
花
貫
川
ま
で
の
問
）

令《
・
受
付
高
萩
中
学
校
下
（
テ
ン
ト

一
。
誹
部
蕾
十
浄
蹄
割
耐
託
輔
仁
寺
崎
～

宗一
二
十
一
時
三
十
分

》
・
参
加
費
一
般
四
○
○
円

》
（
高
校
生
以
上
）

）今》

子
ど
も
三
○
○
円

一
。
主
催
吉
》
詞
齢
小
軒
》
生
）

《
・
後
援
高
萩
市
観
光
協
会

へ》
※
問
い
合
せ
は
高
萩
魚
友
会
盆
二
三
ｌ

ン》
三
一
二
五
へ

11) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です



日曜当番医

７
３
２
８
６

９
１
１
１
６

邪
皿
弱
郡

亜

２
３
２
３
２

２
２
２
２
３

町
戸
町
川
町

本
本
良
王

東
高
東
安

十

院
院
院
院
院

医
医
医
医
医

士
原
花
戸
王

白
諸
立
宍
十

日
日
日
日

配
羽
５

廻

月
月
月

月

７
７
８
８

白ニビ医院東本町222697

戸
町本

高
東

韓設

雷

唾

津

謹
睡
載
琴
誌

時間は､いずれも午前9時から午後4時までです。群
舞
蕊
蕊

○
明
智
マ
ス
さ
ん
有
明
町
三
の
七
七

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
福
祉
へ

○
瀬
戸
栄
一
・
房
子
・
正
美
さ
ん

高
浜
町
二
の
四
五

三
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
福
祉

善
意
あ
り
が
と
う

大樹

市内|こは八幡宮の爺杉をはじめ、下君田大塚神社の

杉、松岩寺の桜、 日営林署の松等、国や市の天然記念
/一、

物の指定を受け寿巨木が残されている。これらの樹は
ー

永い年月よく風雪にも耐え、見るからにどっしりとし

た菫味を見せ、つまらない人間など、足元にも及ばな

い風格を備えている。 絵と文伊藤龍馬

1 1 1 1 1Ⅱl l l l l l I IIlⅢ1 1Ⅱ1 1 1 1Ⅱl l l l l l l l I] I l l l l l l Il Il l l l l | | | |Ⅲl l ll l lll l l l l l l l lⅡ' ' ' ' ' ' ' 11'11 1 1 1 11 11 11 1 1 1 1 1 1 1 11 Il l ll i l l l l l l l Il ' ' ' ' ' ' ' '' ' ' ' ' ' ''' ' ' ' ' ' ' 1l l l l l l l l l l l l l l lⅡ{' ' ' ' ' ''' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1I il l l l l I l l l l

三
三
三
三
三
田

○
熊
代
ミ
ョ
シ
さ
ん
高
萩
五
五
○

二
千
九
百
円
社
会
福
祉
へ

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

一
万
五
千
四
十
円
社
会
福
祉
へ

圏
寄
贈
高
萩
中
学
校
へ

○
高
萩
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

観
察
池
、
花
壇

圏
寄
贈
文
化
会
館
へ
『
絵
画
一
点
』

○
吉
田
好
毅
春
日
町
二
の
十
四

囲
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
上
遠
野
長
政
さ
ん

高
萩

○
ケ
イ
美
容
室
さ
ん

大
和
町

古
耆
寄
贈

○
有
賀
彩
子
さ
ん

秋
山

○
斉
藤
淑
江
さ
ん

本
町

○ と き 昭和59年8月26日（日）

○ ところ 東京ディズニーランド

○募集人員 600名（先着jl頂とします）

○ 申込受付開始 7月20日錨午前9時から

○費 用

大人 12 ，500円

中人 12 ，000円（中学生、高校生）

小人 9，200円（4歳から小学6年生）

○ イ丁 程

高萩ーー上野壹速道堕浦安(東京ディズニーランド） ：
7：12発 10:00滴ﾉぐ ス 11二00桁

東京テ､イズニーランド－－ →上野一高萩
16:30発ﾉざ ス17:49発 21:04桁

○その他

1)昼食及び夕食は用意いたします。

2)入園とアトラクション券5種類10枚セットを配布い I
たします。

※市民号についての問い合わせは市役所市民活動課（電 I

話23－2111番内線261～262番）へ。

〆…………
錨?

# ｢---7月の納税→
～人口と世帯～

（
｝

：
｛固定資産税

I （2期）
（都市計画税

前月比

33,517 (+51)

16,425 （＋33）

17,092 (+18)

岨
男
女

納期限 7月31日
世帯 10,014 (+21)

(昭和59年6月1日現在）

蝉…輪 無…認騒…鍛露踵、 飴､唖､舜蓉鍔唖晶韓 纈錘稔酵蝉…鋸齢騨

貼
串
毎

一
○
と
き
八
月
三
日
、
七
日
の
二
回

一
一
参
加
希
望
の
か
た
は
、
希
望
す
る
日
、

○
対
象
い
ず
れ
も
親
と
子
で
、
お
子

さ
ん
は
小
学
生
以
下
で
す
。

○
定
員
一
回
先
着
二
十
五
人

』
醗
裁
鞭
轆

《
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
※
予
定
時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
四

一
時
（
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）

一
海
岸
清
掃

二
七
月
十
五
日
⑧
午
前
八
時
か
ら
、
有

墓
明
・
高
浜
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

春
市
民
憲
章
『
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

墓
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
の

墓
運
動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
団
体
や
地
域
の
人
び
と
の
ご
協
力

一
〃
目
で
見
る

一
市
政
教
室
″

一
『
目
で
見
る
市
政
教
室
』
を
今
年
も

一
次
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

》
市
内
に
数
多
く
あ
る
施
設
や
史
跡
を

《
見
学
し
て
、
市
政
の
姿
を
正
し
く
理
解

一
し
ま
し
よ
↑
７
。

令琴令一原へ…一へ…＝～令－－～～令一一ン～へ÷～－－－…シ

を各運美 明 時※ま ＝

KP<!ま'85成功させよう科学万 ⑫


